
１ 目指す学校像

(1) 思いやりのある豊かな心が育まれ、生徒が生き生きと活動できる
学校

(2) 令和６・７年度東京都人権尊重教育推進校としてあらゆる偏見や
差別の解消を目指し、人権教育の充実を図る学校

(3)教師も生徒も授業を大切にし、学び合いを大切にする学校
(4) 地域とともにコミュニティ・スクールの理念を生かす学校

２ 目指す生徒像

(1) 配慮と協働ができる生徒
(2) 心身ともに健康で確かな学力を身に付けるために努力できる
生徒

(3) 諸活動に意欲的に取り組み、目標に向かって頑張れる生徒

３ 目指す教師像

(1) 情熱があり、教育者としての使命感の強い教師
(2) カウンセリングマインドを生かした生徒指導ができる教師
(3) 生徒の良さを伸ばし、自信を付けさせることができる教師
(4) 組織人として機能し、周囲との信頼関係が築ける教師

４ 期待する家庭の姿

(1) 基本的な生活習慣の育成に、当たり前に努める家庭
• 「早寝・早起き・朝ご飯」で生活リズムの確立に努めている。

(2) 子供の主体的な活動を見守り、好ましくない行動をきちんと正す
家庭

• 親として子育てに責任をもち、学校・地域との連携に積極的に取り組んでいる。

• 正しい人権尊重の意識を備え、自分や他者の人権を大切にするよう子供に伝えている。

５ 期待する地域の姿

(1) 生徒一人一人を地域の子どもとして大切にする地域
• 子どもの健全育成に積極的に取り組んでいる。

(2) 学校との協働により、自らの教育力・自治能力を高めようとする
地域

• 地域の子どもとしての意識をもち、共に育むため、学校との連携に努めている。
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教育目標
○すすんで学び、高い知性を身につけよう ◎社会の一員として、思いやりのある人になろう
○希望をもって、ねばり強くやりぬく人になろう ○からだをきたえ、健康な人になろう

６ 指導の重点

(1) 人権尊重教育

▶ 自分の大切さとともに他の人の
大切さを認め、それが様々な
場面で具体的な態度や行動に現れるように
することのできる生徒を育成します。

• 自他の生命の尊重、多様な他者への思いやりの心、規範意識の育成

• 違いを認めて受容する能力や、協力的・建設的に問題解決に取り組む能力、
情報を批判的に分析評価したり、創造的に自己表現したりする力の育成

• 「考え、議論する道徳」の実践、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度、豊
かな人間性の育成

(2) 授業変革

▶ タブレットの効果的な活用など
指導法の工夫と改善を図り、
生徒に考えさせ、生徒に力を付ける授業、
生徒にとって分かりやすい授業を展開します。

• 始まりと終わりの挨拶の徹底、チャイム授業の実施

• 生徒の学習に対する不安感や苦手意識を軽減（払拭）

• 常に「考えさせる」授業の実践、生徒に一人で考えさせる時間の確保、小グ
ループによる話し合い活動や発表等の機会の増大

(3) 特別活動

▶ 自他を大切にする集団生活の
在り方を理解し、実践できる
態度を育成します。

• 生徒の創意工夫を生かした生徒会活動、生徒の自治的・自発的態度、組織
的な生徒会活動の運営方法を身に付けさせ協力して課題解決を図ろうとする
態度、いじめを許さない健全な精神の育成

• 自然体験、生活体験、感動体験を通じた豊かな人間性と社会性の育成

• 部活動を通じた精神力や体力の増進、自主的・実践的な態度の育成
全教職員及び保護者の協力の下、部活動の充実を図る

(4) 生徒指導

▶ 自分や他者を大切にする
指導を繰り返し行い、礼儀正しく、
挨拶のできる生徒を育成します。
生徒とともに校則を見直していきます。

• 生徒一人一人の思いに耳を傾け、努力していることを認めて、生徒と教職員
の信頼関係を築く。家庭や地域、教職員相互の信頼関係の構築

• いじめや不登校、問題行動等の未然防止、早期発見・対応

• 生徒が成就感や達成感を実感できる生徒会活動、委員会活動

(5) 特別支援教育

▶ 特別な支援が必要な生徒に
限らず、全生徒にとって
適切且つ効果的な指導・支援を展開します。

• 特別な支援が必要な生徒、特別な支援が必要と思われる生徒の実態把握、
情報共有、早い段階から生徒の困り感に寄り添った指導・支援

• 実践的な支援や合理的な配慮の在り方の共有、教職員の特別支援教育につ
いての理解、支援技術の向上

(6) キャリア教育

▶ 三年間を見通した指導計画を基に、
自己の特性と進路についての考え方を深め、
望ましい学習観や職業観を身に付けさせ、
主体的に進路選択できる能力を養います。

• 「生き方を考えさせる指導」、将来において自己実現を図ろうとする意欲や態
度の育成

• 面談や保護者会、進路だより等をとおして、保護者の理解と協力を得て進路
相談の充実、個に応じた進路指導の推進

７ 地域・市民の信頼を
深めるために

(1) 開かれた学校への取組
• 保護者や地域等からの要望・意見等の的確な把握と迅速な対応、初期対応の重視、組織的対応

• 生徒、教職員の地域行事等への積極的な参加、保護者、地域ボランティアの有効活用

• 魅力ある行事、学校公開・保護者会・学校ホームページ等を通じ保護者・地域に学校教育活動を広報・周知

(2) 服務事故の防止
• 教育公務員であることの自覚、職務の厳正

• 体罰や生徒の人権を尊重しない言動等の慎戒、ＴＰＯにふさわしい身なりや言動

• 公費・私費会計、個人情報（電子データ・紙媒体）の適切な処理、チェック体制


